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宿題をはじめたばかりの息子が、机を離れ、 

本棚の前であぐらをかいている。 

「漫画はあとにして、先に宿題を終わらせなさい」 

と言ったあとに、彼の手の中にあるのが 

国語辞典だということに気づいた。 

 

「だめ。返せ」と言う息子の声がした後、 

「お兄ちゃんのいじわる」と言って、娘が泣き出した。 

「妹にも貸してあげなさい」 

と言ったあと、娘の欲しがるものが、 

まだ持つには危ないホッチキスだというのがわかった。 

 

補助犬の育成を支援している友人が教えてくれた。 

補助犬にとって大切な仕事は、待つことだそうだ。 

傍らで静かに待ち、必要なときに起き上がり手助けをする。 

これがなかなか難しい。 

わたしも、もう少し、待つことができる大人になりたい。 

 

いそのなほこさんは、１９７６年愛知県生まれ。児童書を書くのも読むのも大好きな方で

す。著書に、「リューヤと魔法の本 １，２」があり、韓国語にも翻訳されている。１男１

女の母として、一喜一憂しながら子育て奮闘中。 

 

いそのさんの子育て奮闘中のお話しは、「サインズ」という小さな雑誌に毎月ちょこっと

１ページ掲載されてくるのです。ついつい読んでしまいます。今月は特に「そうそう、そん

なことあるよね」と、身につまされる暮らしの中の一コマでした。 

 

忙しい毎日の中で、ついつい状況をよく見もせずに決めつけて決まり文句を子どもに浴

びせかけ、それが親の務めであり、仕事であると錯覚してしまいがちな私達です。「早く宿

題しなさい」「早くお風呂にはいりなさい」「忘れ物はないの？」「また意地悪して。弟にも

貸してあげなさい」「けんかしないのよ」・・・いつも同じ言葉を浴びせかけ、そして、「お

兄ちゃんはこんな子だ」、「いつも妹をいじめている」とか、「弟はいつもいじめられている



かわいそうな子や」と、決めつけてわが子を見ている自分に、ある時、はっと気づかされま

す。 

人間ってどうして、人を決めつけて見てしまうのでしょう？きっとその方が楽で、結果を

予測して自分が判断し、行動しやすいからなのかもしれませんね。 

 

私達のこども園には、「子どもを、この子はこんな子。あの子はあんな子。と、決めつけ

て見ない。」という合言葉があります。物静かな子だと思っていた子が、友達の事をよく見

ていて、困っている子のそばにそっと行って「どうしたんや？貸してほしかったんか？」と、

誰よりも早く声をかけていたり、「なんだか落ち着かん子や」と思っていた子が、陶芸教室

で別人のように集中して、素晴らしい作品を作るのを見てきました。大人の関わり方や、言

葉のかけ方、見守る姿勢、どんな環境設定をするかで、子どもの表情はずいぶん変わってき

ます。子ども達は、柔らかい花のようなもので、強い力で握りしめればつぶれてしまって咲

けません。見守り、優しく手を添え、困ったときにさりげなく手を貸す、そんな関わりがし

たいものです。そうすると、きっと、きれいなその子らしい花を、咲かせてくれることでし

ょう。 

ですから、園では自分達への戒めをこめて、「決めつけない」ことを合言葉にしています。 

いそのさんが「補助犬」の中に、あるべき親の姿を見たように、私達も余計な関わりや、

決めつけた不必要な言葉がけをできるだけやめて、「補助犬ならぬ、補助親」を目指したい

ものですね。子どもが小さい、０、１歳の時はすべてのことを親がかまい、決めてきたので

すが、探索活動が始まり、２歳児のいやいや期にはいってくると、そうはいきません。危険

のないように見守り、できるだけやりたい遊びができるようにしてやらないといけません。

そうしながら本当に困ることについては、言い聞かせていかなければいけないので、２歳児

の子育てはとても大変です。ですから虐待が一番多いのも２歳児だそうです。成長に合わせ

て、「今は見守るべき時か、声掛けが必要な時か」親の出場を考えて、関わっていくことで、

自分で考えて行動していく子に育っていくのではないかと思います。 

 


